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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
拡
大
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
は
今
後
上
昇
が

避
け
ら
れ
な
く
な
る
見
通
し

だ
。
連
載
の
番
外
編
と
し
て

電
気
の
使
用
効
率
に
優
れ
る

な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な

が
る
生
産
設
備
を
紹
介
す

る。

誘
電
加
熱
方
式
を
用
い
た
乾

燥
装
置
を
製
造
し
、
印
刷
機

す
る
方
法
も
あ
る
。
た
だ
印

刷
物
自
体
の
加
熱
は
印
刷
施

設
内
の
室
温
を
上
げ
て
し
ま

う
。
こ
の
た
め
、
空
調
設
備

の
コ
ス
ト
が
余
計
に
か
か
る

要
因
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

な
設
備
投
資
の
ニ
ー
ズ
を
取

り
込
む
考
え
だ
。

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
成
長
分
野
に

展
開
す
る
取
り
組
み
も
進
め

て
い
る
。
太
陽
電
池
や
有
機

エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ

ン
ス
〈
E
L
）
な
ど
の
基
板

に
銀
や
銅
な
ど
の
薄
膜
を
塗

布
・
焼
成
す
る
「
プ
リ
ン
タ

ブ
ル
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
」

の
研
究
を
産
業
技
術
総
合
研

究
所
や
静
岡
大
学
な
ど
と
共

同
で
推
進
。
先
端
的
な
技
術

開
発
を
今
後
の
事
業
拡
大
に

つ
な
げ
る
。

印
刷
物
の
乾
燥
装
置
の
ほ

か
、
食
品
の
乾
燥
装
置
や
焼

結
部
品
の
製
造
装
置
な
ど
も

手
が
け
て
お
り
、
モ
ノ
づ
く

り
を
支
え
る
設
備
を
生
産
す

る
同
社
の
役
割
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
き
く
な
り
そ
う

だ

う
の
り
な
ど
を
同
装
置
で
乾

燥
す
る
。
「
の
り
に
含
ま
れ

る
水
分
や
印
字
し
た
イ
ン
ク

だ
け
を
選
択
的
に
乾
か
せ

る
」
〈
吉
田
取
締
役
）
た

め
、
効
率
に
優
れ
る
ほ
か
印

械
メ
ー
カ
ー
へ
の
O
E
M

〈
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
）
供
給

が
約
8
割
を
占
め
る
。
例
え

ば
、
宅
配
便
の
伝
票
と
い
っ

た
4
、
5
枚
つ
づ
り
の
用
紙

を
は
り
合
わ
せ
る
た
め
に
使

る。
上
質
紙
に
印
刷
す
る
場

合
、
長
さ
ロ
J
l
M
U
J
M程

度
の
ロ
ー
ル
紙
を
印
刷
機
械

に
セ
ッ
ト
し
、
最
高
毎
分
3

0
0
Mの
速
さ
で
紙
を
送
り
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加
熱
個
所
を
選
択
、

空
調
費
抑
制

奉行

。

「
中
小
の
印
刷
会
社
が
導

入
で
き
る
装
置
だ
」
。
富
士

電
波
工
機
〈
埼
玉
県
鶴
ケ
島

市
、
柳
橋
健
社
長
、

0
4
9

・2
8
6
・3
2
1
1）
の

吉
田
睦
取
締
役
は
、
印
刷
工

程
に
使
う
乾
燥
装
置
の
顧
客

拡
大
に
期
待
を
込
め
る
。

富
士
電
波
工
機
は
高
周
波

富
士
電
波
…
Z
機

高
周
波
誘
電
加
熱

方
式
の
乾
燥
装
置

出
し
て
印
刷
・
乾
燥
す
る
と

い
う
。
両
面
印
刷
す
る
機
械

に
同
装
置
を
導
入
し
た
場

合
、
片
面
を
印
刷
し
て
乾
燥

し
、
さ
ら
に
残
り
の
片
面
を

印
刷
し
て
乾
燥
す
る
。
瞬
時

に
乾
燥
さ
せ
る
同
装
置
が
、

大
量
の
印
刷
物
の
製
作
を
支

え
て
い
る
。

高
周
波
誘
電
加
熱
方
式
で

選
択
的
に
乾
燥
で
き
る
効
率

性
は
、

2
次
的
な
効
果
も
引

き
出
す
。
印
刷
物
の
乾
燥
工

程
に
は
赤
外
線
を
当
て
た

り
、
熱
風
を
吹
き
付
け
た
り

い
う
。
吉
田
取
締
役
は
「
高

周
波
誘
電
乾
燥
装
置
を
使
う

こ
と
で
、
空
調
コ
ス
ト
の
抑

制
に
つ
な
が
る
」
と
導
入
効

果
を
説
明
す
る
。
印
刷
施
設

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
向
け

て
、
同
装
置
の
活
用
が
有
効

な
手
だ
て
に
な
る
。

拡
販
に
あ
た
っ
て
は
、
中

小
の
印
刷
会
社
を
見
据
え

る
。
吉
田
取
締
役
は
「
乾
燥

装
置
だ
け
を
導
入
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
町
工
場
に

こ
そ
入
る
装
置
だ
」
と
強
調

す
る
。
印
刷
機
械
の
部
分
的

間
勿
、
1
旧
丸
山
こ

rr
川
d
n
4
1
勺
〆
『

7
七
E
J
I
V

よ
り
収
縮
し
て

印
刷
が
ず
れ
て

し
ま
う
こ
と
な

く
、
安
定
し
た

門
川
M
H
H
1
戸
－
「
ノ
？
A
h
a

、、

日
昂
ド
て
た
カ

企・

．．．．．．．．．． 

高
周
波
誘
電
乾

燥
装
置
を
導
入

す
る
こ
と
で
、

赤
外
線
や
熱
風

に
よ
る
乾
燥
よ

り
も
印
刷
施
設

の
空
調
コ
ス
卜

を
抑
え
ら
れ
る

費聖Eヨ二干U日

番外編

〈
孝
志
勇
輔
）


